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福岡県糟屋郡須恵町

・福岡市の東約１０キロに位置
する。
・人口は約29,000人
・近年は福岡市のベッドタウ
ンとして人口が増加
・近隣の博物館
九州国立博物館・福岡県立
美術館・福岡市博物館・福岡
市美術館…



車で10分

車で10分

車で５分



須恵町立歴史民俗資料館

・開館 昭和４９（1974）年、昭和51
（１９７６）年新館増築
・鉄骨造2階建
・収蔵資料 約14,000点

・令和2年度入館者数 1,285名
過去５年間の平均 約2,900名
・令和3年度管理運営費
2,330千円(人件費除く)



須恵町立美術センター久我記念館

・昭和５４（1979）年 久我五千男氏の個
人私設美術館として竣工
・昭和５９（1984）年 久我氏逝去、建物
等は遺族より町に寄贈 コレクションの大
半は福岡県立美術館に
・昭和61（1986）年 町美術センター久
我記念館となる

・鉄筋コンクリート造2階建
・須恵焼と地域の作家の作品を収蔵
・令和2年度入館者数 3,980名
過去５年間の平均 約5,700名
・令和3年度管理運営費
3,764千円(人件費除く)



両博物館の運営について



ワンオペでもできることは？



【社会教育課職員】
・歴史民俗資料館
館長１名（兼任） 学芸員１名（兼任） 業務委託（学芸員補助１名、
受付業務２名）

・久我記念館（美術館）
館長１名（兼任） 学芸員１名（兼任） 業務委託（受付業務２名）

・社会教育課（文化会館内）
公民館長、課長、課長補佐
社会教育班：係長（文化財担当）、主任主事（公民館担当）、主

事（人権・同和教育担当）
社会体育班：課長補佐（兼任）、主任主事（スポーツ担当）、

主事（青少年教育担当）
業務委託（舞台監督、ホール受付業務委託各１名）

・図書館 館長、係長、業務委託（司書）



博物館に関わる人々
・業務委託スタッフ（学芸員補助）：収蔵台帳作成、展示企画作成、小学校見学対応、見学
プログラム作成
・業務委託スタッフ（受付）：展示作業の手伝い、facebook作成、体験教室（しめ飾り）指導
・ボランティアグループ（Museum Project）：台帳電子化、ホームページ作成、展示企画
・小学校区コミュニティ：史跡めぐりウォーキング、イルミネーション事業、展示
・生涯学習講座「絵と遊びましょう」：受講生が絵画サークルを立ち上げ、 展覧会を開催
・生涯学習講座「須恵町歴史探検」：町の歴史に関する講話＋バスハイク（史跡めぐり）
・須恵美術クラブ：美術クラブ展開催、美術館大掃除
・須恵町文化協会：糟屋地区美術展優秀作品展の開催
・九州産業大学造形短期大学部：学外アートプロジェクト（高齢者遺影撮影、パブリックアー
ト作成・モニュメント作成）
・福岡大学：博物館教育論（非常勤講師）、博学連携事業
・須恵高校：書道部・美術部合同作品展、パフォーマンス
・中学校：職場体験、中学校美術部展（１日学芸員体験）
・小学校：社会科見学、小学校児童画展、かすや・キッズ・アート・フェスティバル
・幼稚園・保育所：作品展

町民一人一人が何らかの形で一度は博物館と関わっている。



博物館に
「関わってはいけない」
人はいない。



開館時のミッションに応える



資料館開館に伴う
資料提供のお願い



『町報すえ』 昭和49年1月号 資料館開館に向けて



『町報すえ』 昭和49年7月号 資料館開館の記事



町の人が博物館に託した「資料」
→寄贈者・寄託者の気持ちに応える

「今度古い家を解体するので見に来て欲しい」という連
絡が入る博物館

資料だけでなく、寄贈者の記憶、思い出も収蔵資料に。
→地域の“キオク”を次世代の子ども達に伝える。



常識の範囲内で

博物館に
「収蔵してはいけない」

ものはない。



お互いがwin-winの関係で
地域課題に応える



小学校校区コミュニティとの連携による

「地域の魅力再発見」

小学校校区内外の史跡をめぐるウォーキングイベントにコース設定
のアドバイスと当日ガイド役として参加。イベントの企画運営はコミュ
ニティ事務局が行うため、ハンドマイクを持ってガイド役として参加
（講師派遣依頼）。最初は校区内から開始し、校区外や隣町まで範
囲を広げた。
神社仏閣や石碑、お堂など、普段意識せずに通っていたものへの
見え方が変わるきっかけを作った。



九州産業大学造形短期大学部との連携による

「高齢者福祉」「施設の価値を高める」

町と大学が「学外アートプロジェクト業務委託」を締結している。学生は単位所得できると
ともに町はアートイベントが実施できる。これまでモニュメント制作、高齢者遺影撮影、壁画
制作を行ってきた。

高齢者遺影撮影は、区長会・老人クラブ・社会福祉協議会と連携して実施している。学生
がメイク、撮影、画像処理、氏名を筆で書き、その場でプレゼントする。高齢者との世代を
超えた交流の場となっている。

壁画は、最初にアザレアホールでトリックアートを制作した。それを契機にほたるの湯（福
祉課）、庁舎非常用発電フェンス（総務課）など他課からも依頼が来た。
また、都市整備部局は、補助金メニューを用いてJR須恵駅や九州自動車道のボックスカ
ルバートに壁画を制作するなど、現在町内には１０箇所作品がある。
何もない空間に壁画が描かれることによって「意味のある空間」へと変身する。



高齢者遺影撮影プロジェクト

公共施設や公民館でスタジオを設営し
て撮影会を実施。1日で約100名実施。

学生にメイクされ、イヤリングやネックレスをつけ
てすまし顔のおばあさん。カラオケの舞台衣装を
持参されたおじいさん。出来上がった写真を恥ず
かしそうにお友達、夫婦でお互いに見せ合ったり、
参加者の顔から笑顔がみられた。



壁画プロジェクト

公共施設をキャンバスに
さまざまな作品を制作。



須恵高校書道部と地域との

「つながりづくり」
須恵高校書道部は、全国大会・九州大会に出場する実績があるも
のの、町内に周知されていないなかった。

展覧会の開催を飛び込みで依頼し、開催した久我記念館での展
覧会、パフォーマンスを契機に、小学校校区夏祭りでのパフォーマン
スや町制施行記念駅伝大会の賞状の揮毫、糟屋地区美術展の出
品、福岡Ⅰブロック芸術文化の集いの出場（予定）など、地域で活躍
する場が増えた。



須恵高校書道部パフォーマンス
町内各所でパフォーマンスを実施



小学校と博物館との

「博学連携」
民俗資料に「触れる」ハンズオン体験を組み合わせた見学プログラ
ムを町内３小学校全てで実施している。本物と出会い、「触れる」体
験を子どもたちは生き生きと活動する。

その学習効果は、先生方によって次の学年や新たな赴任校へと広
まる。先生による「クチコミ」が、学校との関係を深める最も効果的な
手段となっている。



博物館の
「出番」

はどこにでもある。



生存戦略

「サポーターを増やす」

「活かせるものは全て活かす」

「困ったときは“博物館”」


